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　中世ロシアの説教④
　　            スモレンスクのクリメントの書簡





























































































ファナーシイの解釈を除外しようという試みは、以下の書にある。Понырко Н.В. Эпистолярное 






トは、16 世紀初頭の写本にもとづいている。РНБ. Кирилло-Белозерское собр. №134/1211. 




























































2　 『箴言』23 篇5 節。



































6　 『創世記』3 章22 節。
7　 『創世記』3 章5 節。
8　 『創世記』3 章6 節。
9　 『創世記』3 章7 節。
10　 『創世記』3 章22 節。




























12　 『創世記』31 章19 節。
13　 『創世記』32 章24-32 節。
14　 『創世記』38 章28-30 節。
15　 『創世記』39 章2 節。











































































18　 『ヤコブの手紙』1 章15 節。




























20　 『マタイによる福音書』1 章3-6 節。









































23　 『ヨハネによる福音書』3 章5 節。
24　 『フィリピの信徒への手紙』2 章7 節。
25　 『申命記』4 章24 節; 『ヘブライ人への手紙』12 章29 節。
26　 『シラ書』47 章13 節。
































28　 『コリントの信徒への手紙二』5 章17 節。
29　 『詩篇』75 篇7-9 節。
30　 『ローマの信徒への手紙』11 章34 節。
31　 『イザヤ書』53 章5 節。



































































35　 『マタイによる福音書』13 章11 節; 『マルコによる福音書』4 章10 節; 『ルカによる福音書』8 章10 節。
36　 『マタイによる福音書』9 章18-19,22-25 節; 『マルコによる福音書』5 章22-24,35-43 節; 『ルカによる福音書』8
章41-42,49-56 節。
37　 『マタイによる福音書』9 章20-21 節; 『マルコによる福音書』5 章25-34 節; 『ルカによる福音書』8 章43-48 節。
38　 『マタイによる福音書』14 章13-23 節; 『マルコによる福音書』6 章30-45 節; 『ルカによる福音書』9 章10-17 節;
 『ヨハネによる福音書』6 章1-15 節。
39　 『マタイによる福音書』21 章19-21 節; 『マルコによる福音書』11 章20-21 節。

















6 人目の夫とは心であり、ヤコブの井戸はヤコブと格闘して足を打った方 42 であり、ヤコブの息
子たちは善き行いであり、その家畜の群れは善き思いであります。
　兄弟よ、これを私は名誉を求めるために書いていると言うのでしょうか。そなたは大いに間違っ
ておられる。イエスは、38 年間苦しみ続けた病人を、5 つの回廊がある羊の池で治された。43 こ
の 38 年間というのは、何を意味するのでしょうか。尊師は私にこう言われました。水浴場は洗
礼です。そこで子羊キリストは、水浴されました。5 つの回廊とは 4 つの感覚と、5 つ目は理性です。
30 年というのは、三位一体を信じないあらゆる病人です。8 年については、ソロモンがこう言っ







また、私は嘘をついておりませんが、それぞれがアルファを 100 回、200 回、300 回、400 回も知っ
41　 聖書の注解者として名高い、イラクリヤ府主教のニキータ（11 世紀）を指すものと思われる。神学者グレゴ
リオスの16 章への注釈は、ルーシでも古い時代からよく知られていた。
42　 『創世記』32 章23-26 節。
43　 『ヨハネによる福音書』5 章2-5 節。






































































46　 『ヨナ書』1 章1-16 節; 2 章1-11 節; 3 章1-10 節。
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　というのは、処女なる海と、ともに航海してきた者たちを驚かす、その若者の号泣を鎮めたの




















て、彼は妙なる、賞賛に値する 16 の講話 49 を書いたからです。この講話は、偉大なる理性と
そのなかに収められた宝のような驚くべき言葉ゆえに、教会で読むことが定められています。 




















んだというそのものです。このときに、不敬虔なる王は、7 の 7 倍の回数にわたり、炉に火を付






















52　 『ダニエル書』3 章25 節。






































59    ハバククのこと。　
60　 『ダニエル書補遺ベルと竜』33-38 節。
61　 『創世記』39 章。
62　 『出エジプト記』16 章13 節。
63　 『出エジプト記』23 章19 節;『申命記』14 章21 節。
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出典：Послание Климента Смолятича (Подготовка текста, перевод и комментарии Г.М. Прохорова) 


















の翻訳は、写本 РНБ, Кирилло-Белозерское собрание №4/1081 による。この写本を基本と
して、脱落箇所は、以下の 2 つの写本 РНБ, ОЛДП 0. 234, 0.1.64; РНБ, Соловецкое собрание 
№805/915 で補っている。この写本によって、基本テクストの修正も行われている。ほかに、以
下を参照している。Салмина М.А. Апокриф о Макарии Римском // Словарь книжников и 











































































































































































































































































































出典：Сказание о Макарии Римском  (Подготовка текста М.А.Салминой, перевод О.В.Творогова 

























しかあたえられていない。」（Берброва О.А., Творогов О.В. Переводная беллетристика XI-XIII 














































































































































































































































　出典：Сказание отца нашего Агапия (Подготовка текста, перевод и комментарии
М.А.Рождественской) // Библиотека литературы древней Руси. Т. 3. С. 338-349, 409-410.
